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 峯保幼小中一貫教育推進室長から 

 豊能町では、平成２８年度から保幼小中一

貫教育を推進してきましたが、令和８年４月、

東・西それぞれに「義務教育学校」の開校を

めざし「連携教育」から「一貫教育」へと新

たなステージに歩みを進めています。 

 東地区においては、４月から併設型・小中

一貫教育校「東能勢小中学校」を開校し５，

６年生が中学校校舎での生活を始めていま

す。新しい取り組みに不安があったと思いま

すが、子ども達が少しでも安心して学校生活

を送ることができるよう、先生方、保護者、

地域の方で協議を重ね前へ進めて頂いており

ます。 

校種を越えて、子ども達の課題について考え、課題解決に向けてみんなで取り組

んでいくことが子ども達のより豊かな成長につながるものと思います。 

 

 今年度の計画は➀~③の３つです 

①  「小中一貫カリキュラムの作成」 

②  「とよの未来科」の試行実施 

③  「保育所・幼稚園からの英語活動」の検討 

 

令和４年度第１回「保幼小中一貫教育合同研修会」が午後２時より、東能勢小体

育館で保幼小中の教職員を対象に開催いたしました。 

 「未来を拓く教育」をめざしてというテーマのもと、事務局より「小中一貫カリ

キュラムの作成について」説明した後、平成２年度より西地区の学校運営協議会

助言者をお願いしています、京都市教育委員会学校指導課参与初田幸隆先生を講

師にお招きし、「資質・能力を」育む具体的取り組みを考えるという演題で 

－東山開晴館における取り組みを参考にして－という具体的な内容も取り入れ 

９０分間お話をしていただきました。＊初田先生のプロフィール（ＮO.６）参照 

 



初田先生ありがとうございました。先生方、本日の目的の一つに「これか 

進める小中一貫教育に対するイメージを創る」ということがありましたが、 

初田先生から「学校の設計図を小中で一緒につくる」というお話が分かり易く 

心に残りました。また、子ども達に力をつけていくためには授業スタンダードの

取り組みをベースとした「授業改善」－１時間１時間の授業を大切にしていく－

ことも必要ですね。先生からいただきました、参考になる沢山のお話をこれから

の取り組みの中で活かしていきたいと思います。 

  


